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ORACLE MANAGED FILE TRANSFER 
企業向けファイル交換ソリューション 
高速で柔軟 

機動的でイベント指向になった今日のビジネス環境においてさえ、統
合戦略の中心事項として必ずあがってくるのが、あらゆるサイズのド
キュメントの効率的な転送です。多種多様なパートナー・ポイント・
ソリューションを、業務仕様の Oracle Managed File Transfer のデプ
ロイメント 1 つで統合すれば、時間と経費の節約になり、パートナー
の研修に要する時間が最小化されます。ファイルのサイズと容量が特
にクラウドで増加していることから、ビジネス要件および規制要件に
適合する監査、再実行、セキュリティを実施するには、ファイルに特
殊な処理を施すことが必要になります。Oracle Managed File Transfer
を Oracle WebLogic Server、Oracle SOA Suite および Oracle Identity 
Manager と統合することで、インストール、構成、デプロイメントが
容易になります。 
 

概要 

社内の部門や外部のパートナーとのセキュアなファイル交換および管理を可能
にするのが Oracle Managed File Transfer（Oracle MFT）です。Oracle MFT が導入
されていれば、セキュリティ保護されていないファイルへ不用意にアクセスして
しまう事態を、ファイル転送の開始から完了までのあらゆる段階で防ぐことがで
きます。Oracle MFT は技術系以外のスタッフでも簡単に使用できるため、ファイ
ル転送の管理にあてられる人員が増加します。豊富なレポート機能を活用すれば、
ファイル転送のステータスをすばやく取得し、必要に応じて再送信できます。
DMZ 内のデータは SSH/FTP リバース・プロキシを使用して保護できます。 

社内のビジネス・プロセスと IT の整合化 

パートナー企業の機密ファイルを紛失または外部に漏らしてしまった場合に、ビ
ジネスへの影響が見込まれますか。 

• Oracle Managed File Transfer は標準で PGP による暗号化/復号化をサ
ポートしているため、暗号化されているデータのみシステムに取り込む
ようにするといったビジネス上のベスト・プラクティスを実現できます。 

• 通知をカスタマイズし、こうしたセキュリティ上のビジネス要件が適用
されていないことをユーザーに通知できます。 

 
画像 1：アクションの処理状況 

大容量ファイルがシステム上に滞り、重要なビジネス・プロセスが遅くなること
がありますか。 

• Oracle Managed File Transfer では、大容量ファイルは最適なタイミン
グで動的に処理されるため、ファイルの受信を要求したシステムまたは
担当者だけがファイルにアクセスできます。

大容量ファイルの処理 

おもな機能 

• エンド・ツー・エンドの監査、制御
およびレポート機能 

• 組込みのセキュリティ、ID 管理、
LDAP および PGP 暗号化機能 

• 圧縮、スケジューリング、全面的に
拡張可能なファイル処理フレーム
ワーク 

• クラウド対応の軽量な Web デザイナ
と管理用ユーザー・インタフェース 

• 幅広いエンドポイント・サポート：
埋込み SSH、FTP、ファイル、SOAP 

• Oracle SOA および Oracle B2B との優
れた統合性 

• 可用性が高く、DMZ へのリバース・
プロキシを含むクラスタ化が可能 

おもな利点 

• エンド・ツー・エンドのセキュリティ
でファイルを保護 

• 技術系以外のスタッフでも簡単に使用
可能 

• ファイルの監査と再送信が可能 

• システム統合、コスト削減、マルチ・
プラットフォーム 

• 規制の遵守が容易 

• パートナー・プロビジョニングが容易 

• 大容量ファイルにクラウドを採用可能 
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• 組込みのエンタープライズ・スケジューラを標準設定のまま使用すれば、
外部システムで必要になるまで Oracle MFT のファイル・リポジトリに
ファイルを保持しておくことができます。 

• リソースを解放するために、必要に応じてファイル転送を一時停止して
再開できます。 

• ファイルのアーカイブや消去を実行するユーティリティが用意されてい
るため、文書の保存に関する法令を遵守しながらファイル・リポジトリ
の使用を最適化できます。 

• Oracle MFT のファイル・リポジトリで参照されるファイルは、デザイナ
で定義した資格証明に基づいて自動的に保護されます。 

 
画像 2：あらゆるペイロードの対外的な保護 

現行の MFT ソリューションではファイルの紛失や破損がたびたび発生しま
すか。 

• Oracle Managed File Transfer の File Finder を使用すれば、ファイル名、
ファイル・サイズ、パートナー、エンドポイント、ステータス、日付、
送信側のユーザー名またはプロトコルの種類でファイル転送を検索でき
ます。 

• 複数のファイルに個別のパージ・スクリプトを使用し、ファイル自体が
削除またはアーカイブされた後でもパートナー企業の重要ファイルのス
テータスをいつでも特定できることが実質的に保証された監査データを
レポートします。 

• ファイルの再送信は転送のどの段階からでもできるため、障害や新規要
件に基づいて特殊なファイル処理を調整したり、修正したりできます。 

 
画像 3：紛失したファイルの再送信 

関連製品 

Oracle MFT は、統合性が高く、高速で使
いやすいファイル転送ソリューションに
より Oracle Fusion Middleware プラット
フォームを補完します。次に示す製品をは
じめ、ほぼすべての Oracle FMW 製品でセ
キュアなファイル送受信が行われます。 

• Oracle SOA Suite 

• Oracle Service Bus 

• Oracle B2B 

• Oracle HealthCare for SOA 

• Oracle BPM 

• Oracle Data Integrator 

• Oracle WebCenter 

関連サービス 

• Oracle Public Cloud 

• Oracle Private Cloud 

• Oracle Software as a Service 

• Oracle Platform as a Service 

• Oracle Java Cloud Service 
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もっともリソースを使用している部門、パートナー、転送がどれかを追跡
できますか。 

• Oracle Managed File Transfer には概要レベルと詳細レベルの多様な
ダッシュボード・メトリックが標準で用意されているため、インバウン
ド・パートナー、転送およびアウトバウンド・エンドポイントについて、
ファイル・サイズ、ファイル容量および経過時間を追跡できます。 

• ソース・エンドポイントまたはターゲット・エンドポイントに関する詳
細レポートを見ることで、重要なパートナーのファイル・ステータスを
能動的に監視できます。 

 

画像 4：視覚的に表示されるパフォーマンス・メトリック 

• ターゲット・ファイルの配信状況が Active Deliveries 領域にほぼリアル
タイムで表示され、ファイル名をクリックするとフロー・レポートが表
示されます。 

 

画像 5：最新のファイル配信ステータス 

ファイル転送に関する問題を既存のツールで診断するのが困難ですか。 

• Recent Errors という監視ページを使用すると、日付、エラーID、名前、
説明または転送の種類でエラーを検索して診断できます。 

• エンド・ツー・エンドの転送フロー・レポートには、各転送についての
詳細な情報が表示されます。表示項目には、ファイル名、パートナー名、
エンドポイント名、転送ステータス、圧縮、暗号化などがあります。 
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画像 6：エンド・ツー・エンドの転送フロー・レポート 

ファイル転送の構築、監視および保守ができる人員数に制約がありますか。 

• Web ベースのデザイナは理解する必要のある概念が非常に少ないことも
あり、とても簡単に使用できます。 

• デプロイメント・モデルは非常に単純で、新規または更新したソリュー
ションをデプロイするときには依存性を視覚的に把握できます。 

• 別の環境でのデプロイメント用に、プロジェクトを簡単にエクスポート/

インポートできます。 

 

画像 7：最新式の Web デザイナ 

まとめ 

Oracle Managed File Transfer は、ファイル転送の管理、監視およびセキュリティ保護
を簡単にできるようにすることを目的に、一から設計されています。埋込みの FTP
サーバーと Secure FTP サーバーは、Oracle WebLogic Server の標準のセキュリティ・
ロール、ユーザーおよびグループを使用して保護されます。Oracle SOA Suite および
Oracle B2B とのシームレスな統合によりビジネス・プロセスが拡張され、より複雑な
オーケストレーションや変換のユースケースに Oracle MFT を活用できます。 

プラットフォームおよび要件 

• ドキュメント、動作保証済みプラットフォーム、ダウンロードおよび
チ ュ ー ト リ ア ル な ど 、 Oracle MFT に つ い て 詳 し く は 、 Oracle 
Technology Network（OTN）の Oracle Managed File Transfer のペー
ジをご覧ください。 
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http://www.oracle.com/technetwork/jp/middleware/mft/overview/index.html
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お問い合わせ先 

Oracle WebCenter Sites について詳しくは、oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い
合わせください。 
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